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ズ ー ムアップ

「機電事業部」と「建設事業部」の両輪で
成長を続ける、総合エンジニアリング会社
製造工場に産業機械を卸す商社であり、建築・設備・土木の工事会社でもあるオキナヤは、機械の選定から装置・システ
ムのカスタマイズ、設置、工場建築まで総合的な提案をワンストップサービスで行っている。社会のニーズに応えながら
事業を展開し、成長してきた同社。今、急速に浸透するデジタル化に向けた取り組みが始まっている。

株式会社オキナヤ

令和３年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げ
ます。
昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響を受

け、未曾有の危機に直面した年でありました。地域
経済は依然として厳しい状況にありますが、経済産
業省では「中小企業の事業と雇用を守る」という強
い決意の下、実質無利子・無担保融資による資金
繰り支援、事業全般に広く使える持続化給付金や
家賃給付金など、影響を受けた企業の方々の支援
に取り組んできたところでございます。
ウィズコロナ／アフターコロナを見据えた強い経
済の構築に向けては、足下の対策の徹底に加えて、
地域企業の雇用維持・人材活用を図ること、そして
デジタル化の進展やオープンイノベーションの推進
などの新たな動きをチャンスと捉えて地域企業の稼
ぐ力を強化していくことが重要だと考えております。
まず、地域企業の雇用維持については、埼玉県、
埼玉労働局、（公財）産業雇用安定センター埼玉事
務所、関東経済産業局が連携し、昨年７月に「人材
シェアマッチングポータルサイト」を開設しました。こ
の取組は、雇用を維持したい企業と人材不足が顕
在化した企業との一時的な人材シェアマッチング
支援を実施することで、雇用維持・失業防止と人材
不足解消を同時に目指す仕組みです。今後も、新
型コロナウイルス感染症の影響や地域の雇用動向
を注視しつつ、関係機関のご協力をいただきながら、
引き続き雇用維持と人材活用の促進に取り組んで
いきます。
次に、地域企業の稼ぐ力の強化については、デジ

タル技術を活用した生産性の向上や新しいビジネ
スの創出が重要だと考えております。今般のコロナ
禍を契機に、地域企業におけるデジタル化の意識・
機運が高まっており、今こそ大きなチャンスであると

考えています。デジタル化の推進については、デジ
タル未導入といった初期段階から、新ビジネスの創
出といった高度な段階まで、それぞれの企業の状
況に合わせたきめ細やかな対応が必要だと考えて
います。大野埼玉県知事のイニシアティブにより昨
年11月に開催された「第4回強い経済の構築に向
けた埼玉県戦略会議」では、埼玉県内企業のデジ
タル実装を加速する支援体制の構築についてご提
案しました。支援体制の裾野を拡大するとともに、
企業のデジタル化のフェーズに応じた最適なご支
援の提供を目指すものです。
さらに、事業環境が厳しい中、地域企業が新たな
収益源や販路を確保するために、オープンイノベー
ションを通じて、稼ぐ力を強化していくことも重要だ
と考えています。私どもでは、一昨年７月に、中小企
業基盤整備機構と連携して、中堅・中小企業の新
事業創出を後押しするウェブマッチングサイト
「OIMS（オイムス）」を開設しました。埼玉県内の
企業からも、約220件の提案が寄せられ、成約案件
が創出されるなど一定の効果を上げています。引き
続き、埼玉県内企業を含めた多くの皆様にご活用
いただくことで、稼ぐ力の強化を支援していきたいと
考えています。
強靭な地域経済社会の実現には、ウィズコロナ

／アフターコロナを見据えた経済社会システムを構
築することが必要です。関東経済産業局としては
地域金融機関をはじめとする関係機関の皆様と連
携の下、地域企業の稼ぐ力の向上を支援すること
で、地域経済の活性化や健全な発展に貢献してい
きます。
本年も皆様の御理解と御支援を賜りますようお

願い申し上げますとともに、皆様の御多幸と御健勝
を祈念いたします。

ウィズコロナ／アフターコロナを見据えた
強い経済の構築に向けて

「産業機械の専門商社」と「建築・設備・土木の専
門工事会社」という二つの顔を持つ株式会社オキナ
ヤ。前者は豊富な商品群で製造工場に生産設備や
電機・電子機器等を提供する「機電事業部」が、後
者は公共施設の環境インフラ整備や道路・橋梁等の
社会インフラ整備、工場内の設備の設計・施工等を
手がける「建設事業部」が担い、この両輪で会社を
走らせ成長を続けている。
二つの事業部が連携することで総合的な提案と

サービスを提供できる――これが同社の強みである。
「機電事業部は埼玉県内を中心に群馬、栃木、長
野をテリトリーとしています。当社営業マンが豊富な
知識と経験でお客さまのニーズをくみ取って適切な
部材を提案しており、たいへん重宝がられています。
建設事業部は埼玉県の北部を中心に展開し、当社
の鉄工部工場では橋梁に用いられる重量鉄骨の特
殊な加工も行っています」（藤間太郎社長）
埼玉県熊谷の地で誕生して150余年。長きにわた

る同社の歴史は、時代とともに業容をしなやかに変化
させ成長を続けてきた変革の歴史でもある。そして今、
製造業のデジタル化という時代の潮流を読み、ス

「若手が技術やノウハウを承継できるよう、研修や
資格を取るための勉強会のほか、先輩と現場に出向
いて見て覚え、教えてもらいながら学ぶ仕組みができ
ています。若手も頑張ってついてきているようです」
ほかにも、資格取得のための報奨金制度、スキル

アップしたい人に向けて費用を会社で負担する“ダ
ブルスクール”などを用意し、社員のやる気を会社が
全面的にバックアップしている。
また、社内はワンフロアで部署の垣根がなく、コミュ
ニケーションよくプロジェクトが稼働しているという。
こうした社内環境も、同社のきめ細かなサービスを生
み出す原動力となっている。

平成31（2019）年、社長のバトンを受け継いだ藤
間社長。先代たちが築いた歴史を引き受ける不安や
プレッシャーよりも「自社のポテンシャルをどう生かそ
うか、わくわくする気持ちのほうが強かった」という。
「代替わりの際、社員には『大量生産の時代は終
わり、今は技術に視点を置いてお客さまと向き合うこ
とが求められている。今一度モノづくりの原点に立ち
返ってさらに技術を身につけていこう』『最大の誠意、
最大の努力、最大の協調をしていこう』この2点を強
く伝えました」
創業以来150余年の年月を駆け抜けてきた同社。そ

の歴史を築けたのは自社の力だけではなかったことを、
若き藤間社長は先代から引き継ぎ、痛感している。そ
のため地域の力になりたいと、かつては熊谷青年会議
所の理事長として地域活性化に向けても汗をかいた。
「戦後復興の際に、地域の助けがあって今のオキ
ナヤがあるということを絶対に忘れてはいけないと
思います。ですから、地域の課題に対して積極的に
役に立ちたいと思っています」
熊谷の地で長きにわたり企業や地域に愛されてき

た同社は、今後も創業以来受け継いできた“翁の心”
で地域や社会に貢献し、新たな歴史を創り上げていく。

これが現在の同社の建設事業部、機電事業部へ
と続いている。こうして地域や時代が必要とするもの
に業態を変え、長い歴史を歩んできた同社。しかし、
決して変わらなかったものがある。“最高の品質と最
新の技術”を旨とする、連綿と受け継がれてきた「翁
の心」だ。それが現在の技術・サービスすべてにおい
て、同社の核となっている。

事業の柱の一つである機電事業部は、国内外数多
くのメーカーの製品を豊富に取り扱い、そこから最良
の製品や技術を組み合わせて提案することで、顧客
に最適な生産ライン、生産システムの実現を目指す。
例を挙げると、人材不足の課題には、自動検査装置

やロボットによるバラ積みピッキングシステム、画像検
査システム等による省人化・省力化、自動化を実現す
る製品の提案。環境負荷の低減やコスト削減といった
省エネの課題には、太陽光発電、ヒートポンプ、電力監
視システムの提案。安全・安心の課題には、免震装置
や災害時における非常用発電装置の提案、ほかにも
長寿命化や生産設備機器、FAシステムなど多くの製
品を取り扱い、多数の提案実績を持つ。さらにそこで
装置やシステムのカスタマイズ、複合化が必要となっ
た場合は、グループ会社の株式会社オキナヤフォー
メックが、組み立てラインや制御盤、天井走行クレーン
等各種装置の設計・製作・据え付けを行っている。
もう一つの柱となる建設事業部は、学校や病院を
はじめとする公共施設の空調衛生や給排水、外壁・
耐震補強といった工事、道路や河川、橋梁等の公共
工事を行うほか、一般住宅向けの資材販売やリ
フォーム、エクステリアなどの工事も手がける。なか
でも生産工場の施工においては、機電事業部が選定
した設備の導入で構内工事が必要となった際、設置
場所の検討、地盤調査、ピットの設計・施工も行う。
つまり、産業機械の選定から装置のカスタマイズ、
設置に向けた構内改修工事、据え付けまで俯瞰して

長年にわたり多くの企業の課題解決を請け負って
きた同社で、現在、依頼が増え始めているのが「工
場のデジタル化」だ。
「最適な機器を組み合わせて、電気や動力などエ
ネルギーの最適運用を図ってほしいという依頼が増
えています。それに対して、既存の機器にセンサーや
通信機器をつけて、工場の使用動力などのデータを
吸い上げてAIに分析させます。そこで、何がボトル
ネックになっているかを見える化してお客さまに提案
していきます」

応えていく―藤間社長は機電事業部をそこまで進
化させていきたいと考える。
コロナ禍においてさまざまな企業がデジタル化の必
要性を感じている今、同社はこの状況を商機と捉え、
全社一丸となりスピード感を持って取り組んでいる。

豊富な商品知識とモノづくりの視点で最適な提案
をする、エンジニアリング営業で定評がある同社営業
マン。優秀な人材をどのように育てているのか？　答
えは、手厚い教育制度や充実したOJT環境にあった。

マート工場の提案に向けた取り組みが加速している。

明治元（1868）年に熊谷の地で創業した同社。屋
号は「翁屋」、米穀商としてスタートした。その後、精
麦工場を開設して精麦事業を始め、昭和8（1933）
年には鉄工所をつくり精麦機や農機具、旋盤、鉱山
機械選鉱機、「オキナ式石油発動機」等の製造を手
がけ、事業を拡大していった。
ところが、昭和20年の戦災によって本社、工場と

もに焼失し、会社は全機能を失ってしまう。
「地域の方々にも助けていただきながら昭和22年
に鉄工所を再興させて、戦前の農機具や揚水機等
の製造ができる状態までなんとか復興させました。
それと同時に地域のインフラを整える井戸水道工事
も行っていきました。その2年後には営業部門を立ち
上げて、地域で不足する物資を供給するために、東
京に出向き、機械工具や電動機、ポンプなどの物資
を調達して販売。今でいうホームセンターのような事
業を始めました」

地域や時代の要望に応えながら成長

関東経済産業局長
濱野 幸一氏

全体最適を提案できるというわけだ。
長年の経験と知見、ノウハウ、実績のすべてを注ぎ

込み、二つの事業部が連携して顧客の課題の最適解
を見つけていく、これが同社の特徴である。顧客から
も“1つの悩みを相談するつもりが10の悩みまで解決
してもらった”と評価が高い。さらに設置後はグループ
会社、株式会社オーケーメンテナンスが施設や設備
など多岐にわたる保守管理を行い、24時間365日休
みなく緊急時の修理対応を請け負う体制を敷く。
「製品選定から工場の設置工事、メンテナンスまで
トータルかつワンストップでサービスを提供できるの
が強みです。お客さまにもたいへん喜ばれています」

現在、同社はAI、IoT、AR（拡張現実）、VR（仮想
現実）、DX（デジタルトランスフォーメーション/デジ
タルを利用した変革）の勉強会やメーカー主催の講
演等で身につけた豊富な知識で、デジタル技術を用
いて工場内の問題を改善する営業を展開している。
「ソリューションを伴うDXは時間がかかります。す
でに確立したSI（システムインテグレーション）を軸に、
まずは工場のIoT、AI化による自動化提案から始め
ていきたいと考えています」
将来的には、顧客に提案したIoTシステムを顧客

の取引先やサプライチェーンにも横展開して企業間
で連携させることで、顧客が抱えるさまざまな問題に

●代 表 者 代表取締役社長　藤間 太郎
●創　　業 明治元年3月
●設　　立 昭和22年6月
●資 本 金 8,100万円
●従業員数 140名（グループ含む）
●事業内容 [機電事業部]生産設備・機器の販売、電機・電子機器および部品の販売、諸機械の設計・製作
 [建設事業部]建設・土木・鉄骨製造、空調衛生の諸工事・建設資材の販売および施工、住宅設備機器の
 　　　　　　販売および施工
●所 在 地 〒360-0114　埼玉県熊谷市江南中央2-17-1
 TEL 048-539-3333　FAX 048-539-3344
●U R L http://www.okinaya.co.jp代表取締役社長　藤間 太郎氏
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「産業機械の専門商社」と「建築・設備・土木の専
門工事会社」という二つの顔を持つ株式会社オキナ
ヤ。前者は豊富な商品群で製造工場に生産設備や
電機・電子機器等を提供する「機電事業部」が、後
者は公共施設の環境インフラ整備や道路・橋梁等の
社会インフラ整備、工場内の設備の設計・施工等を
手がける「建設事業部」が担い、この両輪で会社を
走らせ成長を続けている。
二つの事業部が連携することで総合的な提案と

サービスを提供できる――これが同社の強みである。
「機電事業部は埼玉県内を中心に群馬、栃木、長
野をテリトリーとしています。当社営業マンが豊富な
知識と経験でお客さまのニーズをくみ取って適切な
部材を提案しており、たいへん重宝がられています。
建設事業部は埼玉県の北部を中心に展開し、当社
の鉄工部工場では橋梁に用いられる重量鉄骨の特
殊な加工も行っています」（藤間太郎社長）
埼玉県熊谷の地で誕生して150余年。長きにわた

る同社の歴史は、時代とともに業容をしなやかに変化
させ成長を続けてきた変革の歴史でもある。そして今、
製造業のデジタル化という時代の潮流を読み、ス

「若手が技術やノウハウを承継できるよう、研修や
資格を取るための勉強会のほか、先輩と現場に出向
いて見て覚え、教えてもらいながら学ぶ仕組みができ
ています。若手も頑張ってついてきているようです」
ほかにも、資格取得のための報奨金制度、スキル

アップしたい人に向けて費用を会社で負担する“ダ
ブルスクール”などを用意し、社員のやる気を会社が
全面的にバックアップしている。
また、社内はワンフロアで部署の垣根がなく、コミュ
ニケーションよくプロジェクトが稼働しているという。
こうした社内環境も、同社のきめ細かなサービスを生
み出す原動力となっている。

平成31（2019）年、社長のバトンを受け継いだ藤
間社長。先代たちが築いた歴史を引き受ける不安や
プレッシャーよりも「自社のポテンシャルをどう生かそ
うか、わくわくする気持ちのほうが強かった」という。
「代替わりの際、社員には『大量生産の時代は終
わり、今は技術に視点を置いてお客さまと向き合うこ
とが求められている。今一度モノづくりの原点に立ち
返ってさらに技術を身につけていこう』『最大の誠意、
最大の努力、最大の協調をしていこう』この2点を強
く伝えました」
創業以来150余年の年月を駆け抜けてきた同社。そ

の歴史を築けたのは自社の力だけではなかったことを、
若き藤間社長は先代から引き継ぎ、痛感している。そ
のため地域の力になりたいと、かつては熊谷青年会議
所の理事長として地域活性化に向けても汗をかいた。
「戦後復興の際に、地域の助けがあって今のオキ
ナヤがあるということを絶対に忘れてはいけないと
思います。ですから、地域の課題に対して積極的に
役に立ちたいと思っています」
熊谷の地で長きにわたり企業や地域に愛されてき

た同社は、今後も創業以来受け継いできた“翁の心”
で地域や社会に貢献し、新たな歴史を創り上げていく。

これが現在の同社の建設事業部、機電事業部へ
と続いている。こうして地域や時代が必要とするもの
に業態を変え、長い歴史を歩んできた同社。しかし、
決して変わらなかったものがある。“最高の品質と最
新の技術”を旨とする、連綿と受け継がれてきた「翁
の心」だ。それが現在の技術・サービスすべてにおい
て、同社の核となっている。

事業の柱の一つである機電事業部は、国内外数多
くのメーカーの製品を豊富に取り扱い、そこから最良
の製品や技術を組み合わせて提案することで、顧客
に最適な生産ライン、生産システムの実現を目指す。
例を挙げると、人材不足の課題には、自動検査装置

やロボットによるバラ積みピッキングシステム、画像検
査システム等による省人化・省力化、自動化を実現す
る製品の提案。環境負荷の低減やコスト削減といった
省エネの課題には、太陽光発電、ヒートポンプ、電力監
視システムの提案。安全・安心の課題には、免震装置
や災害時における非常用発電装置の提案、ほかにも
長寿命化や生産設備機器、FAシステムなど多くの製
品を取り扱い、多数の提案実績を持つ。さらにそこで
装置やシステムのカスタマイズ、複合化が必要となっ
た場合は、グループ会社の株式会社オキナヤフォー
メックが、組み立てラインや制御盤、天井走行クレーン
等各種装置の設計・製作・据え付けを行っている。
もう一つの柱となる建設事業部は、学校や病院を
はじめとする公共施設の空調衛生や給排水、外壁・
耐震補強といった工事、道路や河川、橋梁等の公共
工事を行うほか、一般住宅向けの資材販売やリ
フォーム、エクステリアなどの工事も手がける。なか
でも生産工場の施工においては、機電事業部が選定
した設備の導入で構内工事が必要となった際、設置
場所の検討、地盤調査、ピットの設計・施工も行う。
つまり、産業機械の選定から装置のカスタマイズ、
設置に向けた構内改修工事、据え付けまで俯瞰して

2019年、モノづくりの原点に立ち返る

長年にわたり多くの企業の課題解決を請け負って
きた同社で、現在、依頼が増え始めているのが「工
場のデジタル化」だ。
「最適な機器を組み合わせて、電気や動力などエ
ネルギーの最適運用を図ってほしいという依頼が増
えています。それに対して、既存の機器にセンサーや
通信機器をつけて、工場の使用動力などのデータを
吸い上げてAIに分析させます。そこで、何がボトル
ネックになっているかを見える化してお客さまに提案
していきます」

応えていく―藤間社長は機電事業部をそこまで進
化させていきたいと考える。
コロナ禍においてさまざまな企業がデジタル化の必
要性を感じている今、同社はこの状況を商機と捉え、
全社一丸となりスピード感を持って取り組んでいる。

豊富な商品知識とモノづくりの視点で最適な提案
をする、エンジニアリング営業で定評がある同社営業
マン。優秀な人材をどのように育てているのか？　答
えは、手厚い教育制度や充実したOJT環境にあった。

マート工場の提案に向けた取り組みが加速している。

明治元（1868）年に熊谷の地で創業した同社。屋
号は「翁屋」、米穀商としてスタートした。その後、精
麦工場を開設して精麦事業を始め、昭和8（1933）
年には鉄工所をつくり精麦機や農機具、旋盤、鉱山
機械選鉱機、「オキナ式石油発動機」等の製造を手
がけ、事業を拡大していった。
ところが、昭和20年の戦災によって本社、工場と

もに焼失し、会社は全機能を失ってしまう。
「地域の方々にも助けていただきながら昭和22年
に鉄工所を再興させて、戦前の農機具や揚水機等
の製造ができる状態までなんとか復興させました。
それと同時に地域のインフラを整える井戸水道工事
も行っていきました。その2年後には営業部門を立ち
上げて、地域で不足する物資を供給するために、東
京に出向き、機械工具や電動機、ポンプなどの物資
を調達して販売。今でいうホームセンターのような事
業を始めました」

二つの事業部が生み出す強み

コロナショックを商機と捉える

本社社屋

オキナヤフォーメック工場内

全体最適を提案できるというわけだ。
長年の経験と知見、ノウハウ、実績のすべてを注ぎ
込み、二つの事業部が連携して顧客の課題の最適解
を見つけていく、これが同社の特徴である。顧客から
も“1つの悩みを相談するつもりが10の悩みまで解決
してもらった”と評価が高い。さらに設置後はグループ
会社、株式会社オーケーメンテナンスが施設や設備
など多岐にわたる保守管理を行い、24時間365日休
みなく緊急時の修理対応を請け負う体制を敷く。
「製品選定から工場の設置工事、メンテナンスまで
トータルかつワンストップでサービスを提供できるの
が強みです。お客さまにもたいへん喜ばれています」

現在、同社はAI、IoT、AR（拡張現実）、VR（仮想
現実）、DX（デジタルトランスフォーメーション/デジ
タルを利用した変革）の勉強会やメーカー主催の講
演等で身につけた豊富な知識で、デジタル技術を用
いて工場内の問題を改善する営業を展開している。
「ソリューションを伴うDXは時間がかかります。す
でに確立したSI（システムインテグレーション）を軸に、
まずは工場のIoT、AI化による自動化提案から始め
ていきたいと考えています」
将来的には、顧客に提案したIoTシステムを顧客

の取引先やサプライチェーンにも横展開して企業間
で連携させることで、顧客が抱えるさまざまな問題に

充実した教育と環境で人を育てる

バラ積みロボット 鉄骨工事の様子

埼玉りそな銀行熊谷支店/LED照明付カーテンウォール（左）深谷市役所新庁舎屋根施工(右)
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株式会社オキナヤZOOM UP

「産業機械の専門商社」と「建築・設備・土木の専
門工事会社」という二つの顔を持つ株式会社オキナ
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電機・電子機器等を提供する「機電事業部」が、後
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